
 

 

 

 

 
 

 

 

 

野球部、夏の大会を終えて・・・            
 7 月 9 日(金)に開幕した第 103 回全国高等学校野球選手権香川大会。本

校野球部は 7 月 12 日(月)に藤井学園寒川高校と対戦しました。結果は敗

戦となりましたが、選手たちは最後まで一生懸命戦いました。毎日の厳し

い練習を乗り越えてきた選手たちには、それぞれ複雑な心境があったよう

です。主将の大西さん(3ト)は、「勝つと思って戦っていたので悔しいし、

毎日野球をするのが当たり前だったので寂しい気持ちもある。今までや

ってきたことと野球部で学んだことは無駄じゃないので、人間性の部分

でこれから社会に出ても生かしていきたい」と、悔しさを滲ませながらも

前を向いていました。 

 また、今回の試合には応援委員や写真部の生徒たちが応援に駆け付け、

感染症対策により声を使った応援ができない中、温かい拍手や手製のマラ

カス、人文字等でエールを送りました。「『勝て』という気持ちで一生懸命

応援しました。みんな頑張っていたし、いいゲームが間近で見れてよかっ

たです。」(3 セ 野中さん) 

 

国内有数の造船技術者に最新技術と建造の歴史を学ぶ  

～機械科２・３年生 造船コース 外部講師来校～ 
6 月 21 日(月)、7 月 7 日(水)造船コースの生徒を対象に、丸亀の興

亜産業(株)、今治造船(株)から、それぞれ講師に来ていただきました。 

国内貨物輸送の 44％は海運であり、鉄鋼や化学製品などは、その 8

割を内航船と言われる中小型船が担っています。そのような船におい

ても、省エネ船型や完全電動船の建造など、世界に先駆けて取り組み

続ける興亜産業さんからのお話は、国内で使用する船舶の必要性とそ

の中で生き残っていくための技術開発の重要性を感じられるものと

なりました。 

また、建造量世界第 3 位、日本では 1 位を誇り、世界的な環境問題

にもいち早く対応し、ＬＮＧ船や排気ガス浄化装置で世界に通用する

船を作る今治造船さんからは、船が出来上がるまでの工程について、

設計者の目線からお話しいただきました。どちらのお話からも、製造

業は世の中の役に立てるように時代を読む力も大切であることを感じ取ることができました。 
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久しぶりのクラスマッチ開催される 
7 月 16 日(金)、19 日(月)、2019 年 12 月以来のクラスマッチが開催

されました。1 年生だけでなく、2 年生にとっても高校生活初めてのク

ラスマッチ。各学級で参加競技を決めるときから、楽しみにしている生

徒たちが目立ちました。ソフトボール、卓球、バドミントン、オセロに

分かれて対戦が行われ、どの試合も自分のクラスの勝利を目指して戦

い、楽しく汗を流しました。1 日目は降雨とグラウンド状況の不良のた

め、ソフトボール競技が一部延期となり PK 戦で実施されたことに加

え、グラウンドや体育館では暑い中でのクラスマッチとなりましたが、

白熱した試合が続き、結果はソフトボール競技（中止後 PK 戦）で 3 年

土木科が優勝、卓球競技で 3 年機械科が優勝、バドミントン競技で 3 年

海洋技術科が優勝、オセロ競技で 3 年電気科が優勝となりました。長ら

くできなかった学校行事をしっかり楽しむことができました。 

 

全校生徒による人文字撮影実施される 
 7 月 6 日(火)、創立 100 周年記念事業の一環として、全校生徒が参

加して人文字撮影を行いました。本校では、電気科が先行してドロー

ンを操縦し、人文字撮影をしていました。今回は、建築科の生徒が 1

か月前から図面を書いたり、前日に書道部や山岳部、野球部、土木科、

生徒会をはじめとした多くの生徒が準備にあたり、ラインを引いた

り紙で作られた文字を打ち付けたりしました。当日は強い日差しが

照り付ける中、約 600 人の生徒や教員によって人文字撮影が成功し

ました。このイベントは NHK でも取り上げられ、全校生徒が作り出

した「高」の文字が綺麗に映し出されていました。 

 

サッカー部・ソフトボール部、パラスポーツを体験  
 6 月 23 日(水)、サッカー部が堀江キャンパス体育館でブラインドサ

ッカーを行いました。ブラインドサッカーとは、キーパー以外は目隠

しをして音が鳴るボールを使ってサッカーをするものです。また、声

を出して指示するのはコート外の監督とコーラーのみ。選手はボール

の音と監督やコーラーの声を頼りに動き、ゴールを目指します。目が

見えず危険なため、スペイン語で「行く」を表す「ボイ」と言いなが

らボールを捕りに行くそうです。生徒たちはブラインドサッカーの難

しさやコミュニケーションの大切さを学んだようです。 

 7 月 13 日(火)、今度はソフトボール部が香川大学教育学部附属特

別支援学校の生徒とソフトボールの練習をして交流しました。練習

メニューを全員でやるというもので、ウォーミングアップからキャ

ッチボール、ティーバッティングをした後、試合形式の練習も一緒

に行いました。お互いに初めは緊張している様子でしたが、練習が

進んでいくにつれ、楽しく交流する姿が見られるようになりました。 
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1 学期はどうでしたか？２学期も充実

したものになるように、夏休みを有意

義に過ごそう。        生徒会 

交通講話 ～無事故無違反で過ごすために～ 
 6 月 25 日(金)、2 年生は「二輪車の特性と運転姿勢」というテーマ

で、講師に香川県二輪車安全運転推進委員会の五間富士男先生をお招

きし、一生無事故無違反で過ごしていくためのお話をいただきました。

香川県は人口割合で交通事故死亡率が全国ワーストであることや、夕

方や明け方、交差点が事故が起こる可能性が高いことを確認しました。

また、衝撃力は速度の２乗になることから、速度をコントロールする重

要性を学びました。さらに、2020 年 7 月から生徒に身近な自転車の走

行についての規定も厳しくなったことも確認するなど、多くのことを学ぶことができました。交通ル

ールを一人一人が守り、安全な交通社会の実現を目指そうという意識が高まりました。 

「香川県は事故が多い県なので、自分も免許を取ったら命を大切にするという責任を特にもって、安 

全運転を心がけていきたいです。」(2 ト タンさん) 

 

防災訓練実施される 

 7 月 15 日(木)、自治体の方々も参加した防災訓練が行われました。震度 6 弱の地震が発生し、香川

県に大津波警報が発令されたことを想定し、運動場に避難した後、津波に備えて校舎に再び避難する

という訓練を予定していました。しかし、天候に恵まれず、運動場に避難することを中止し、各ホー

ムルーム教室で待機して避難の流れを確認することとなりました。その後、教室で南海トラフ地震が

起こった時の香川県の被害のシミュレーション動画を見ながら、防災の必要性や今から準備できるこ

と等を学習しました。実際の避難訓練は短縮されましたが、生徒は動画をしっかり見て学習すること

ができていました。 

「地震や津波が起こったときのために、防災グッズを用意したりすぐに身を守る行動をとることが

できるように地域のことを知ったり、日頃の訓練を大切にしたいと思います。」(1 テ 大平さん) 

 

水泳部、四国大会 200m自由形優勝！ 
 7 月 17 日(土)、18 日(日)、四国高校選手権が愛媛県松山市のアクアパレットまつやまで開催され、

本校から水泳部が競泳競技に参加しました。17 日の 200m 自由形に参加した林さん(3 テ)は、見事優

勝を果たし、自身初のインターハイ出場を決めました。また、林さんは 18 日の 100m 自由形でも 3

位に輝きました。顧問の岡本先生は、「緊張もしていたが、落ち着いて泳げていた。勝負強さが出て

いた。」と評価していました。インターハイは 8 月 17 日～20 日に長野で開催されます。 

 

マダイの稚魚放流、多度津幼稚園と交流で実施 

 7 月 14 日(水)、マダイ稚魚 3000 尾(約 5 ㎝サイズ)の放流が、艇庫前の

蛭子港で行われました。このマダイ稚魚は 3 年海洋生産科栽培技術コー

スの生徒 12名が、沖の小割生簀にいる親のマダイ(50～60㎝)から受精卵

(約 1 ㎜)を採取し、58 日間飼育したものです。今回の放流行事は、多度

津幼稚園の園児(5歳児)19名と一緒に行いました。園児たちは「大きくな

って帰ってきてね」と大きな声を掛けていました。後援していただいた多

度津町、協力していただいた多度津漁協の皆さま、ありがとうございました。 

「我が子のように育ててきた稚魚を手放すのは寂しく感じましたが、幼稚園の園児たちが『大きくな

ってね』と言って放流していて、喜ばしい気持ちになりました。」(3 セ 山尾さん) 

リレー随想  「楽しく生きるために」 

国語科  門田 直樹 先生  

 

二刀流として MLB で活躍する大谷翔平選手。160km/h の投球も 150m の打球もすご

いが、最も印象的なのが本当に楽しそうにプレイする表情だ。野球が本当に好きだとい

う思いが伝わってきて、同じ野球好きとしてなぜかこちらも嬉しくなってしまう。 

「楽しい」には 2 種類あって、一つはみんなでワイワイして楽しい、享楽的な「楽し

い」であり、もう一つは目標を達成することが楽しい、成長志向の「楽しい」であると

思う。どちらが良いとか悪いとかではないが、個人的には成長志向の「楽しい」の方が

好きだ。できないことができるようになるために、あれこれと試行錯誤する。もちろん

毎回上手くいくわけではないが、失敗も含めてその過程が何よりも楽しい。 

大谷選手は「野球が上手くなりたいから」という理由で、美味しいものより身体に良

いものを食べ、お酒を飲まず、彼女も作っていない（たぶん）。生活の全てを野球選手

としての成長に捧げているからこそ、誰よりも楽しそうに野球ができるのだろう。 

《主な行事》 
８月 

 11 日(水)～13 日(金)学校閉庁日          

17 日(火)、18 日(水)ボイラ取扱技能講習 

 17 日(火)3 年登校日、第 3 回公務員模試(3 年)  

 23 日(月)ものづくりコンテスト四国大会(測量) 

 25 日(水)現地研修(人権啓発センター)       

 30 日(月)遠洋航海出港(専攻科) 

  ※この他、各学級で指定された日程で学級登校日があります。 

 

９月 

1 日(水)始業式、国体壮行会 

2 日(木)遠洋航海出港(専攻科) 

2 日(木)、3 日(金)実力テスト 

  2 日(木)～8 日(水)面接週間                   

6 日(月)第 2 回小論文テスト(3 年)          

7 日(火)～9 日(金)インターンシップ(2 キテ) 

 10 日(金)第 3 回書取テスト 

 13 日(月)～16 日(木)第 1 回ベネッセ・駿台大学入学共通テスト(3 年) 

 16 日(木)就職選考開始            18 日(土)多度津幼稚園運動会ボランティア 

 29 日(水)体育祭準備            30 日(木)体育祭 

 


